
保健福祉事業の実施状況

　※第1号保険料を財源として実施する事業（法第115条の49）で令和6年度から実施

（1）高齢者紙おむつ購入費助成事業

・

実人数 給付枚数 実人数 給付枚数 実人数 給付枚数 実人数 給付枚数

5,000円券

4,000円券
16人 180枚 52人 350枚 86人 812枚 87人 844枚

3,000円券 395人 3,080枚 478人 3,336枚 238人 2,353枚 194人 2,026枚

2,000円券 108人 1,120枚 222人 1,840枚 608人 5,708枚 632人 6,783枚

計 519人 4,380枚 752人 5,526枚 932人 8,873枚 913人 9,653枚

※

※

※経過措置対象者数（令和7年度末）

介護度 3,000円券 2,000円券 計

要支援1 3人 6人 9人 ◎

要支援2 2人 4人 6人

要介護1 16人 19人 35人 103人

要介護2 12人 41人 53人

・2,000円券は、旧制度で課税世帯の方で新制度の対象外の方（R7は2,000円券）

（2）在宅生活高齢者介護手当支給事業

・

　※旧制度で支給を受けていた方で新制度の対象外となる方は、令和6・7年度経過措置あり。

※経過措置対象者数（令和7年度末）

介護度 受給者

要支援1 0人

要支援2 2人 ◎ R8年度(経過措置終了後)から対象外となる者

要介護1 18人 37人

要介護2 17人

内

　

訳

R8年度(経過措置終了後)から対象

外となる者

支　給　額 8,319,000円 8,157,000円 7,530,000円 8,163,000円

延支給月数 2,774月 2,719月 2,510月 2,721月

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度

受給者実人数 273人 291人 311人 356人

旧制度の対象者で新制度の対象外となる方は、令和6・7年度は引き続き助成する経過措置あり。

経過措置により、旧制度で5,000円券の給付を受けていた方は、令和7年度は4,000円券を給付。

65歳以上の在宅高齢者で要介護3以上の方を常時介護している介護者に対し、介護手当(月額3,000円)を支給

するもの。

保健福祉事業 ※旧制度

助　成　額 11,885,266円 14,730,440円 17,412,455円 18,538,008円

65歳以上の在宅高齢者で要介護3以上の方に、紙おむつ（軽失禁パッドを除く）の購入助成券(3,000円券)を

支給するもの。

保健福祉事業 ※旧制度

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度
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（3）訪問介護事業所支援金

・

（4）訪問介護事業所車両燃料費支援金

・

１事業所あたり 約４万から68万円  

17事業所  

6,182,000円  

約５万～110万円  

令和６年度

16事業所  

3,729,000円  

約４万から68万円  

令和７年度

事業所数 14事業所  

支援金額 3,672,000円  

支援金額 5,897,000円  

１事業所あたり 約５万～110万円  

令和６年度の介護報酬改定において、報酬が引き下げられた訪問介護事業所の事業継続を支援するため、訪

問に要する車両燃料費に対して一部支援金を支給するもの。

令和６年度の介護報酬改定において、報酬が引き下げられた訪問介護事業所の事業継続を支援するため、報

酬改定による影響額に対して支援金を支給するもの。

令和７年度 令和６年度

事業所数 15事業所  


